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　いま、「ゆるキャラ」が全国で人気を集め、地域
を明るく元気にしている。
　これまでキャラクターと言えば、ミッキーマウス
やキティちゃんがすぐに思い浮かぶ。企業のシンボ
ルとして菓子メーカーのペコちゃんも有名。国体や
植樹祭のイベントごとに、警察、清掃局、水道局の
キャンペーンに独自のマスコットが設けられた。
　滋賀県彦根市の「ひこにゃん」（2006年誕生）を
皮切りに、奈良県の「せんとくん」や秋田県の「ス
ギッチ」など次々と全国区になった。従来は観光
PR やイベントごとのお定まりのシンボル、着ぐる
み姿で会場の片隅に立つ程度の存在が、いまや「地
域の顔」として主役に躍り出た。地域自体を表現し
連想させる類いは、全く新しいアイデアだ。
　静岡県「ふじっぴー」では富士山、高知県「くろ
しおくん」では波の自然現象、長野県原村「セロリ
ン」では特産品のセロリに手足がつく。熊本市「ひ
ごまる」の熊本城や高岡市の「利長くん」のような
歴史上の建物や人物まである。森羅万象から創作
し、ひいてはアニメ化する日本人の感性の豊かさ
が、地域の底力を引き出している。
　「ひこにゃん」は、外国人観光客から握手攻めに
あう。兜を指して「What is this ？」と尋ねられる
と、「江戸時代、彦根藩主の井伊直弼の……」と地
元の歴史から語り始めれば自然と会話がはずむ。名
前には、「にゃん」「ぴー」「くん」「たん」などの幼
児のような可愛らしい語尾がつく。ゆるい感じの中
に、人々が自分の思いを込めやすい、癒しを感じる
という共通点があり、今の時代が求めているものか
もしれない。
　埼玉県羽生市の「ムジナもん」（2003年誕生）
は、市役所の若手有志の手でつくられ、地域の人々

と共に育った。市内に生息する天然記念物の食虫植
物「ムジナモ」と、この地域に言い伝えられる妖怪

「むじな」に因んだ。タヌキともネズミともとれる
謎めいた風貌で、特産品モロヘイヤの葉を頭に斜に
乗せ、尻尾はムジナモの花（写真参照）。性格はや
んちゃで、伝統品の藍染の柔道着を着て、田山花袋
の小説：田舎教師に化ける「羽生七変化」を特技と
する。携帯ストラップ、シャープペン、シールなど
のグッズ、絵本、四コマまんが集、食育をテーマに
した紙芝居なども開発された。
　市に手軽に申請するだけで、だれでも「ムジナも
ん」を無料で使用できる。この２年間で、300件も
の申請があった。大判焼きやせんべいの焼印に、エ
コバックやハンカチのデザインに利用して売上増に
もつながったという。市民の寄付金で製作された着
ぐるみは、一日千円で貸し出しされ、年間約130回
活躍する。作詞・作曲はじめ体育課の同僚と協力し
ながら創った「ムジナもん体操」を、市内の幼稚園
児や小学生が、着ぐるみの「ムジナもん」と一緒に
楽しんでいる。
　育ての親、羽生市キャラクターグッズ検討会の根
岸啓之さんは、「ムジナもんを通して、子供の頃か
ら羽生のまちを好きになり、まちに関心をもつ。だ
れでも気軽にまちづくりに参加しやすい雰囲気が生
まれてきた。」と存在意義の大きさを語ってくれた。
　小さな“マスコット”は、偉大なまちのヒー
ロー。いつしか、暮す人々のこころの中に棲みつい
た新しい家族の一員となる。

【お知らせ】
当研究所のホームページ：「地域データ図書館」の新
しい棚として、『地図の玉手箱』がスタートしまし
た。地域への誇りが、いろいろな日本地図に。
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＊各種資料をもとに㈶日本経済研究所にて作成。
＊当地図は、地域未来研究センター「地域データ図書館」

のホームページにて拡大してご覧になれます。

埼玉県羽生市の「ムジナもん」
（左、右は「いがまんちゃん」）

「ムジナもん」関連グッズ

長野県原村の「セロリン」
（中央）

熊本市の「ひごまる」


